
　

　

(単位：千円）

令和４年度 令和３年度 比較増減

47,310,000 45,730,000 1,580,000

北山財産区 19,000 19,000 0

国民健康保険事業 13,406,000 12,988,000 418,000

上井出区財産区 23,000 20,000 3,000

猪之頭区財産区 28,000 25,000 3,000

根原区財産区 10,000 10,000 0

介護保険事業 12,636,000 11,829,000 807,000

後期高齢者医療事業 3,199,000 2,941,000 258,000

水道事業 3,491,612 3,344,277 147,335

下水道事業 3,923,095 3,872,097 50,998

病院事業 11,663,250 11,265,674 397,576

95,708,957 92,044,048 3,664,909
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令和４年度当初予算の概要

１　当初予算の概要（一般会計）

令和４年度の予算は、新型コロナウイルス感染症が長期化し、地域経済や市民生活への甚大な影
響が続く中で、今後の地方の経済及び財政がどのような影響を受けるのか不透明な状況において
編成することとなりました。
こうした中、本予算の編成に当たり、市税や県税に連動する交付金は、引き続き推計が困難な状
況であることに加え、急速な少子高齢化の進展や人口減少への対応、公共施設等の老朽化対策な
どの大きな課題を抱えながらも、中長期的な視点に立ち財政の健全性に配慮しつつ、財政調整基
金等を有効に活用しながら、市制施行８０周年の記念事業を始め、本市がより一層の発展を遂げる
ための予算措置をいたしました。
また、令和４年度は、「第５次富士宮市総合計画」の折り返しの年であり、後期基本計画の初年度と
なることから、前期基本計画の進捗状況を踏まえつつ、更に大きく飛躍する年とするため、本市が目
指す将来都市像の実現に向けた様々な事業を積極的に推進していく必要があります。
そのため、事業の緊急度や優先度を見極め、選択と集中を図るとともに、事務事業の見直しにより
経常経費の増加を最小限に抑え、限られた財源を有効的かつ効果的に活用した予算編成に努め
ました。
その結果、一般会計の当初予算額は、前年度当初予算額と比較して、１５億８，０００万円、３．５％
増の４７３億１，０００万円となりました。

２　当初予算会計別予算規模

会　　計　　名



　　《特別会計》

(1) 北山財産区特別会計

北山財産区の管理運営に係る予算

(2) 国民健康保険事業特別会計

国民健康保険事業の運営に係る予算

　　歳入：国民健康保険税、県支出金、一般会計繰入金等

　　歳出：保険給付費、保険事業費納付金（医療給付費、後期高齢者支援金等、介護納付金）等

(3) 上井出区財産区特別会計

上井出区財産区の管理運営に係る予算

（4） 猪之頭区財産区特別会計

猪之頭区財産区の管理運営に係る予算

(5) 根原区財産区特別会計

根原区財産区の管理運営に係る予算

(6) 介護保険事業特別会計

介護保険事業の運営に係る予算

　　歳入：介護保険料、国庫支出金、支払基金交付金、県支出金、一般会計繰入金等

　　歳出：保険給付費、地域支援事業費等

(7) 後期高齢者医療事業特別会計

後期高齢者医療事業の運営に係る予算

　　歳入：後期高齢者医療保険料、一般会計繰入金等

　　歳出：後期高齢者医療広域連合納付金等

　　《企業会計》

(1) 水道事業会計

　 収益的収入：上水道給水収益等

収益的支出：水道施設の維持管理経費等

資本的収入：企業債、給水装置新設等に伴う加入金、受託工事負担金、一般会計繰入金等

資本的支出：水道施設の新設・改良（耐震化、老朽化対策等）に係る経費、企業債償還元金等

(2) 下水道事業会計

収益的収入：下水道使用料、一般会計繰入金、受益者負担金等

収益的支出：下水道施設設備の維持管理経費等

資本的収入：企業債、一般会計繰入金等

資本的支出：管路及び処理場の整備費、企業債償還元金等

(3) 病院事業会計

　 収益的収入：入院収益、外来収益、一般会計繰入金等

収益的支出：病院事業運営全般に要する経費

資本的収入：一般会計繰入金、企業債等

資本的支出：医療機器購入費、企業債償還元金等

３　一般会計以外の当初予算の概要


